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1．はじめに 

人口予測の見直しや環境重視へのシフトなどを背

景に，道路整備計画においても，既存道路の改良に

よる地域課題の解消化スキームが求められてきてい

る．その支援システムとして，著者らは，実道路空

間との記述対応性を持ち，結合化による拡張性にも

優れたペトリネットによる交通流シミュレーション

の開発研究と道路改良計画の支援システム要件に対

しての適用化研究を行ってきた．また，近年，地方

中核都市において中心市街地の活性化対策の一環と

してLRT（Light Railway Transit）などの軌道系公共

交通の導入への関心が高まってきており，導入計画

も検討されるようになってきた． 

表-1 富山ポートラム車両データ 

寸法(mm) 軌間

(mm) 長さ 幅 高さ 
重量(t)

最高速度

(km/h) 

加速度

(km/h/s)

常用減速度

(km/h/s) 

非常減速度

(km/h/s) 

1,067 18,400 2,400 3,407 25,0 60,0 3,0 4,0 4,6 

本研究ではまず，ペトリネットでのLRTの表現を

確立し，それを金沢市のネットワークに適用するこ

とを検討する． 

 

2．ペトリネットでのLRT表現 

 LRTをペトリネット上で交通流に組み込む際に必

要となってくるものは，①LRTのサイズの表現，②加

速度の表現，③信号制御，④電停の表現，⑤運行サ

イクルといったものが考えられる．次にそれらの表

現法を示す． 

 

(1)サイズの表現 

まず，整備を行うためにLRTのサイズを考える．

参考として表-1の富山ポートラムの車両データを用

いてLRTの表現を行う． 

サイズ表現として，今までの交通流ペトリネット

シミュレータに組み込むことを考え，図-1に示すよ

うにLRTの1閉塞区間を一般車の3閉塞区間にあたる

20.1mとすることで交通流ペトリネットシミュレー

タ上にLRTを表現するこができる．

 図-１ペトリネット上での LRT の表現

(2)加速度表現 

LRTの速度表現も表-1の加速度より1閉塞区間で

ある20.1mごとの速度変化から設定する． 

これから設定したペトリネットでの加速更新表が

図-2となる．これによりシミュレータ上での加速表

現と車両データより求められる理論値が図-3に示し

たようになり，ペトリネットシミュレータでの速度

表現が可能となる．
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図-2 加速更新表 
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(2)シミュレーションネットの構成 45

まず，現在の交通流である片側２車線の交通流ネ

ットを基本ネットとして作成する．基本交通流ネッ

トとしては，金沢駅から野町駅までの交通流と各交

差点での交差交通を考える． 
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次に，LRT導入案のネットをその基本ネットを元に

中央の2車線をLRT軌道として，上述したLRTのサブネ

ットを組み込むことで構築する． 

理論値

シミュレーション値

図-3 LRT の加速データ 
 

(3)信号制御 

信号制御については，LRTを実際の交通流に組み

込む際に，一般交通流の信号制御に軌道系専用の信

号制御を組み込む．この時LRT優先信号とPTPS（Pub

lic Transportation Priority System）などいくつかの案

が考えられる． 

これをペトリネット上で表現するためには，一般

交通流の信号制御に対して，信号ごとに独自の信号

制御を組み込むことで表現可能となる． 

 

(4)電停の表現 

電停については，バス停留所のサブネットを流用

することで，LRTの停車と，乗客の乗り降りの時間を

表現することが可能となる． 
図-4 金沢都市圏への導入案 また，軌道区間を単線とした時は電停において対

向車両の通過を待つ必要があるため，前方における

対向車両の位置によって電停の停車にかかる抑止を

かけることで可能となる． 

 

４．あとがき 

紙面の制約のために，実際のネット図及び導入後

のネット図や，詳細な設定，シミュレーション結果

は発表時に行う．  

３．金沢市交通流への適用  

参考文献 以上よりペトリネットシミュレータにおけるLRT
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これを金沢都心軸に対して適用し，実際の動作確

認･検証を行い，LRT導入効果を調べる． 
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今回の適用案は図-4に示す，金沢駅から野町駅ま

での約3.2kmの単線で，現在の一般車の中央２車線を

LRT軌道化する．電停の位置に関してはⅰ)金沢駅，

ⅱ）武蔵ヶ辻，ⅲ）南町，ⅳ）香林坊，ⅴ）片町，

ⅵ）広小路，ⅶ）野町の7つとする． 
3)服部重敬：路面電車新時代-LRTへの軌跡-，pp．

50-51，山海堂，2006． 
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